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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスネットワークアクセスポイントと通信するためにクライアントデバイスを動
作させる方法であって、
　前記クライアントデバイスが、前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントから、配
信トラフィック識別メッセージ（ＤＴＩＭ）を含むビーコンの第１の部分を受信すること
と、
　前記ＤＴＩＭに基づいて、前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントからデータの
１つまたは複数のパケットが来つつあるかどうかを判断することと、
　前記ビーコンの第２の部分が受信される前に前記クライアントデバイスを低電力動作モ
ードで動作させることと、
を備え、
　前記クライアントデバイスを前記低電力動作モードで動作させることは、前記ワイヤレ
スネットワークアクセスポイントからデータの前記１つまたは複数のパケットが来つつあ
るかどうか、および、前記クライアントデバイスの内部クロック基準と、前記ビーコンの
前記第２の部分のタイミング同期機能（ＴＳＦ）とを使用して、前記クライアントデバイ
スが前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントと同期すべきかどうかに基づく、方法
。
【請求項２】
　前記ビーコンの前記第２の部分を受信する前に前記クライアントデバイスを前記低電力
動作モードで動作させることは、前記クライアントデバイスが前記ビーコンの前記第２の
部分を受信することを回避するように、前記クライアントデバイスの通信モジュールをオ
フにすることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ビーコンの前記第１の部分を受信することが、前記ビーコンの前記第１の部分を処
理することを備え、前記ビーコンの前記第２の部分を受信する前に前記クライアントデバ
イスを前記低電力動作モードで動作させることが、前記ビーコンの前記第２の部分を処理
することを回避することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ビーコンの前記第２の部分を受信する前に前記クライアントデバイスを前記低電力
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動作モードで動作させることが、前記ビーコンに対してフレーム冗長検査（ＦＣＳ）を実
行することなしに前記クライアントデバイスを前記低電力動作モードで動作させることを
さらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ビーコンの前記第１の部分を受信することが、前記ビーコンのヘッダ部分と、前記
ビーコンの複数の情報要素のうちの少なくとも１つの情報要素とを処理することを備える
、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ビーコンの前記第２の部分を受信する前に前記クライアントデバイスを前記低電力
動作モードで動作させることが、前記ビーコンの前記複数の情報要素のうちの少なくとも
１つの第２の情報要素を受信または処理することを回避することを備える、請求項５に記
載の方法。
【請求項７】
　前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントからデータのパケットが来つつないこと
を前記ＤＴＩＭが示す場合、前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントとの前記クラ
イアントデバイスの同期をバイパスすること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ビーコンの前記ＴＳＦが、カウンタ値を備え、前記方法は、
　前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントと同期するために、前記クライアントデ
バイスが前記ビーコンを使用すべきかどうかを、前記カウンタ値に少なくとも部分的に基
づいて判断すること
をさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ビーコンが第１のビーコンを備え、前記方法は、
　対応ＤＴＩＭと対応タイミング同期機能（ＴＳＦ）とを含む第２のビーコンの少なくと
も一部分を受信することと、
　前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントからパケットが来つつないことを前記第
２のビーコンの前記対応ＤＴＩＭが示す場合、前記クライアントデバイスを前記ワイヤレ
スネットワークアクセスポイントと同期させるために前記第２のビーコンの前記ＴＳＦを
使用することと
をさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ビーコンが第１のビーコンであり、前記方法は、
　前記第１のビーコンを受信した後に、複数のさらなるビーコンを受信することと、
　前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントとのさらなる通信のために前記クライア
ントデバイスを同期させるために前記複数のさらなるビーコンのサブセットのＴＳＦを使
用することと
をさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ビーコンの前記ＴＳＦの値を少なくとも１つのしきい値と比較することと、
　前記比較に基づいて、前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントとのさらなる通信
のため、前記クライアントデバイスを同期させるために前記クライアントデバイスが前記
ビーコンの前記ＴＳＦを使用すべきかどうかを判断することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのしきい値が前記ＴＳＦの期待値を示す、請求項１１に記載の方法
。
【請求項１３】
　前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントからデータの１つまたは複数のパケット
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が来つつあることを前記ＤＴＩＭが示す場合、データの前記１つまたは複数のパケットを
受信するために前記クライアントデバイスをアクティブ動作モードで動作させること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ビーコンの前記第２の部分が受信される前に前記クライアントデバイスを前記低電
力動作モードで動作させることは、前記クライアントデバイスが前記ビーコンの前記第２
の部分を受信することを回避することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　ワイヤレスネットワークアクセスポイントと通信するように構成されたクライアントデ
バイスであって、
　配信トラフィック識別メッセージ（ＤＴＩＭ）を含むビーコンの第１の部分を受信する
ように構成された通信モジュールと、
　前記ＤＴＩＭに基づいて、前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントからデータの
１つまたは複数のパケットが来つつあるかどうかを判断するように構成されたデータ処理
モジュールと、
　前記ビーコンの第２の部分が受信される前に前記クライアントデバイスを低電力動作モ
ードで動作させるように構成された電力モードモジュールと
を備え、
　前記クライアントデバイスを前記低電力動作モードで動作させることは、前記ワイヤレ
スネットワークアクセスポイントからデータの前記１つまたは複数のパケットが来つつあ
るかどうか、および、前記クライアントデバイスが、前記クライアントデバイスの内部ク
ロック基準と、前記ビーコンの前記第２の部分のタイミング同期機能（ＴＳＦ）とを使用
して、前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントと同期すべきかどうかに基づく、ク
ライアントデバイス。
【請求項１６】
　前記低電力動作モードは、前記クライアントデバイスが前記ビーコンの前記第２の部分
を受信することを回避するように、前記クライアントデバイスの前記通信モジュールをオ
フにすることを備える、請求項１５に記載のクライアントデバイス。
【請求項１７】
　前記通信モジュールが、前記ビーコンの前記第１の部分を処理することによって前記ビ
ーコンの前記第１の部分を受信し、前記電力モードモジュールが、前記ビーコンの前記第
２の部分を処理することを回避することによって、前記ビーコンの前記第２の部分が前記
クライアントデバイスによって受信される前に前記クライアントデバイスを前記低電力動
作モードで動作させる、請求項１５に記載のクライアントデバイス。
【請求項１８】
　前記電力モードモジュールが、前記ビーコンに対してフレーム冗長検査（ＦＣＳ）を実
行することなしに前記クライアントデバイスを前記低電力動作モードで動作させる、請求
項１５に記載のクライアントデバイス。
【請求項１９】
　前記通信モジュールが、前記ビーコンのヘッダ部分と、前記ビーコンの複数の情報要素
のうちの少なくとも１つの情報要素とを処理することによって、前記ビーコンの前記第１
の部分を受信する、請求項１５に記載のクライアントデバイス。
【請求項２０】
　前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントからデータのパケットが来つつないこと
を前記ＤＴＩＭが示す場合、前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントとの前記クラ
イアントデバイスの同期をバイパスするように構成されたＴＳＦモジュールをさらに備え
る、請求項１５に記載のクライアントデバイス。
【請求項２１】
　前記ビーコンの前記ＴＳＦが、前記クライアントデバイスを前記ワイヤレスネットワー
クアクセスポイントと同期させるために使用されるカウンタ値を備える、請求項２０に記
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載のクライアントデバイス。
【請求項２２】
　前記ビーコンが第１のビーコンを備え、前記通信モジュールが、
　対応ＤＴＩＭと対応ＴＳＦとを含む第２のビーコンの少なくとも一部分を受信するよう
にさらに構成され、前記電力モードモジュールは、
　前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントからパケットが来つつないことを前記第
２のビーコンの前記対応ＤＴＩＭが示す場合、前記クライアントデバイスを前記ワイヤレ
スネットワークアクセスポイントと同期させるために前記第２のビーコンの前記ＴＳＦを
使用するように構成された、請求項２０に記載のクライアントデバイス。
【請求項２３】
　前記ビーコンが第１のビーコンであり、前記ＴＳＦモジュールが、
　前記第１のビーコンを受信した後に、複数のさらなるビーコンを受信することと、
　前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントとのさらなる通信のために前記クライア
ントデバイスを同期させるために前記複数のさらなるビーコンのサブセットのＴＳＦを使
用することと
を行うようにさらに構成された、請求項２０に記載のクライアントデバイス。
【請求項２４】
　前記ビーコンの前記ＴＳＦの値を少なくとも１つのしきい値と比較することと、
　前記比較に基づいて、前記クライアントデバイスを前記ワイヤレスネットワークアクセ
スポイントと同期させるために前記クライアントデバイスが前記ビーコンの前記ＴＳＦを
使用すべきかどうかを判断することと
を行うように構成されたＴＳＦモジュール
をさらに備える、請求項１５に記載のクライアントデバイス。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つのしきい値が前記ＴＳＦの期待値を示す、請求項２４に記載のクラ
イアントデバイス。
【請求項２６】
　前記電力モードモジュールは、
前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントからデータの１つまたは複数のパケットが
来つつあることを前記ＤＴＩＭが示す場合、データの前記１つまたは複数のパケットを受
信するために前記クライアントデバイスをアクティブ動作モードで動作させる
ようにさらに構成された、請求項１５に記載のクライアントデバイス。
【請求項２７】
　前記電力モードモジュールが、前記クライアントデバイスに前記ビーコンの前記第２の
部分を受信することを回避させるように構成された、請求項１５に記載のクライアントデ
バイス。
【請求項２８】
　ワイヤレスネットワークアクセスポイントと通信するように構成されたクライアントデ
バイスであって、
　配信トラフィック識別メッセージ（ＤＴＩＭ）を含むビーコンの第１の部分を受信する
ための手段と、
　前記ＤＴＩＭに基づいて、前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントからデータの
１つまたは複数のパケットが来つつあるかどうかを判断するための手段と、
　前記ビーコンの第２の部分が受信される前に前記クライアントデバイスを低電力動作モ
ードで動作させるための手段と、
を備え、
　前記クライアントデバイスを前記低電力動作モードで動作させることは、前記ワイヤレ
スネットワークアクセスポイントからデータの前記１つまたは複数のパケットが来つつあ
るかどうか、および、前記クライアントデバイスが、前記クライアントデバイスの内部ク
ロック基準と、前記ビーコンの前記第２の部分のタイミング同期機能（ＴＳＦ）とを使用
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して、前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントと同期すべきかどうかに基づく、ク
ライアントデバイス。
【請求項２９】
　前記ビーコンの前記第２の部分を受信する前に前記クライアントデバイスを前記低電力
動作モードで動作させための手段が、前記クライアントデバイスが前記ビーコンの前記第
２の部分を受信することを回避するように、前記クライアントデバイスの通信モジュール
をオフにするための手段をさらに備える、請求項２８に記載のクライアントデバイス。
【請求項３０】
　前記ビーコンの前記第１の部分を受信するための手段が、前記ビーコンの前記第１の部
分を処理するための手段を備え、前記ビーコンの前記第２の部分を受信する前に前記クラ
イアントデバイスを前記低電力動作モードで動作させるための手段が、前記ビーコンの前
記第２の部分を処理することを回避するための手段を備える、請求項２８に記載のクライ
アントデバイス。
【請求項３１】
　前記ビーコンの前記第２の部分を受信する前に前記クライアントデバイスを前記低電力
動作モードで動作させるための前記手段が、前記ビーコンに対してフレーム冗長検査（Ｆ
ＣＳ）を実行することなしに前記クライアントデバイスを前記低電力動作モードで動作さ
せるための手段をさらに備える、請求項２８に記載のクライアントデバイス。
【請求項３２】
　前記ビーコンの前記第１の部分を受信するための手段が、前記ビーコンのヘッダ部分と
、前記ビーコンの複数の情報要素のうちの少なくとも１つの情報要素とを処理するための
手段を備える、請求項２８に記載のクライアントデバイス。
【請求項３３】
　前記ビーコンの前記第２の部分を受信する前に前記クライアントデバイスを前記低電力
動作モードで動作させるための手段が、前記ビーコンの前記複数の情報要素のうちの少な
くとも１つの第２の情報要素を受信または処理することを回避するための手段を備える、
請求項３２に記載のクライアントデバイス。
【請求項３４】
　前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントからデータのパケットが来つつないこと
を前記ＤＴＩＭが示す場合、前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントとの前記クラ
イアントデバイスの同期をバイパスするための手段
をさらに備える、請求項２８に記載のクライアントデバイス。
【請求項３５】
　前記ビーコンの前記ＴＳＦが、カウンタ値を備え、前記デバイスは、
　前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントと同期するために、前記クライアントデ
バイスが前記ビーコンを使用するべきかどうかを、前記カウンタ値に少なくとも部分的に
基づいて判断するための手段
をさらに備える、請求項３４に記載のクライアントデバイス。
【請求項３６】
　前記ビーコンが第１のビーコンを備え、前記デバイスは、
　対応ＤＴＩＭと対応ＴＳＦとを含む第２のビーコンの少なくとも一部分を受信するため
の手段と、
　前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントからパケットが来つつないことを前記第
２のビーコンの前記対応ＤＴＩＭが示す場合、前記クライアントデバイスを前記ワイヤレ
スネットワークアクセスポイントと同期させるために前記第２のビーコンの前記ＴＳＦを
使用するための手段と
をさらに備える、請求項３４に記載のクライアントデバイス。
【請求項３７】
　前記第１のビーコンを受信した後に、複数のさらなるビーコンを受信するための手段と
、
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　前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントとのさらなる通信のために前記クライア
ントデバイスを同期させるために前記複数のさらなるビーコンのサブセットのＴＳＦを使
用するための手段と
をさらに備える、請求項３６に記載のクライアントデバイス。
【請求項３８】
　前記ビーコンの前記ＴＳＦの値を少なくとも１つのしきい値に比較するための手段と、
　前記比較に基づいて、前記クライアントデバイスを前記ワイヤレスネットワークアクセ
スポイントと同期させるために前記クライアントデバイスが前記ビーコンの前記ＴＳＦを
使用すべきかどうかを判断することとための手段と
をさらに備える、請求項２８に記載のクライアントデバイス。
【請求項３９】
　前記少なくとも１つのしきい値が前記ＴＳＦの期待値を示す、請求項３８に記載のクラ
イアントデバイス。
【請求項４０】
　前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントからデータの１つまたは複数のパケット
が来つつあることを前記ＤＴＩＭが示す場合、データの前記１つまたは複数のパケットを
受信するために、前記クライアントデバイスをアクティブ動作モードで動作させるための
手段
をさらに備える、請求項２８に記載のクライアントデバイス。
【請求項４１】
　前記クライアントデバイスが前記ビーコンの前記第２の部分を受信することを回避する
ことによって、前記ビーコンの前記第２の部分が受信される前に前記クライアントデバイ
スを前記低電力動作モードで動作させるための手段
をさらに備える、請求項２８に記載のクライアントデバイス。
【請求項４２】
　コンピューティングデバイスに、
　クライアントデバイスがワイヤレスネットワークアクセスポイントから、配信トラフィ
ック識別メッセージ（ＤＴＩＭ）を含むビーコンの第１の部分を受信することと、
　前記ＤＴＩＭに基づいて、前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントからデータの
１つまたは複数のパケットが来つつあるかどうかを判断することと、
　前記ビーコンの第２の部分が受信される前に前記クライアントデバイスを低電力動作モ
ードで動作させることと、
を行わせるように構成された命令を記憶し、
　前記クライアントデバイスを前記低電力動作モードで動作させることは、前記ワイヤレ
スネットワークアクセスポイントからデータの前記１つまたは複数のパケットが来つつあ
るかどうか、および、前記クライアントデバイスが、前記クライアントデバイスの内部ク
ロック基準と、前記ビーコンの前記第２の部分のタイミング同期機能（ＴＳＦ）とを使用
して、前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントと同期すべきかどうかに基づく、非
一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４３】
　前記コンピューティングデバイスに、前記ビーコンの前記第２の部分を受信する前に前
記クライアントデバイスを前記低電力動作モードで動作させることを行わせるように構成
された前記命令は、前記コンピューティングデバイスに、前記クライアントデバイスが前
記ビーコンの前記第２の部分を受信することを回避するように、前記クライアントデバイ
スの通信モジュールをオフにすることを行わせるようにさらに構成された、請求項４２に
記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４４】
　前記コンピューティングデバイスに、前記ビーコンの前記第１の部分を受信することを
行わせるように構成された前記命令は、前記コンピューティングデバイスに、前記ビーコ
ンの前記第１の部分を処理することをさらに行わせ、
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　前記コンピューティングデバイスに、前記ビーコンの前記第２の部分を受信する前に前
記クライアントデバイスを前記低電力動作モードで動作させることを行わせるように構成
された前記命令は、前記コンピューティングデバイスに、前記ビーコンの前記第２の部分
を処理することを回避することを行わせる、請求項４２に記載の非一時的なコンピュータ
可読記憶媒体。
【請求項４５】
　前記コンピューティングデバイスに、前記ビーコンの前記第２の部分を受信する前に前
記クライアントデバイスを前記低電力動作モードで動作させることを行わせるように構成
された前記命令は、前記コンピューティングデバイスに、前記ビーコンに対してフレーム
冗長検査（ＦＣＳ）を実行することなしに前記クライアントデバイスを電力節約動作モー
ドで動作させることをさらに行わせる、請求項４２に記載の非一時的なコンピュータ可読
記憶媒体。
【請求項４６】
　前記ビーコンの前記第１の部分が、前記ビーコンのヘッダ部分と、前記ビーコンの複数
の情報要素のうちの少なくとも１つの情報要素とを備える、請求項４２に記載の非一時的
なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４７】
　前記コンピューティングデバイスに、前記ビーコンの前記第２の部分を受信する前に前
記クライアントデバイスを前記低電力動作モードで動作させることを行わせるように構成
された前記命令は、前記コンピューティングデバイスに、前記ビーコンの前記複数の情報
要素のうちの少なくとも１つの第２の情報要素を受信または処理することを回避させるこ
とをさらに行わせる、請求項４６に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４８】
　前記命令が、前記コンピューティングデバイスに、
　前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントからデータのパケットが来つつないこと
を前記ＤＴＩＭが示す場合、前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントとの前記クラ
イアントデバイスの同期をバイパスすること
をさらに行わせる、請求項４２に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４９】
　前記ビーコンの前記ＴＳＦがカウンタ値を備え、前記命令は、前記コンピューティング
デバイスに、
　前記クライアントデバイスを前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントと同期させ
るために、前記クライアントデバイスが前記ビーコンを使用するべきかどうかを、前記カ
ウンタ値に少なくとも部分的に基づいて判断すること
をさらに行わせる、請求項４８に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５０】
　前記ビーコンが第１のビーコンを備え、前記命令は、前記コンピューティングデバイス
に、
　対応ＤＴＩＭと対応ＴＳＦとを含む第２のビーコンの少なくとも一部分を受信すること
と、
　前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントからパケットが来つつないことを前記第
２のビーコンの前記対応ＤＴＩＭが示す場合、前記ワイヤレスネットワークアクセスポイ
ントとのさらなる通信のために前記クライアントデバイスを同期させるために前記第２の
ビーコンの前記ＴＳＦを使用すること
をさらに行わせる、請求項４８に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５１】
　前記命令が、前記コンピューティングデバイスに、
　前記第１のビーコンを受信した後に、複数のさらなるビーコンを受信することと、
　前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントとのさらなる通信のために前記クライア
ントデバイスを同期させるために前記複数のさらなるビーコンのサブセットのＴＳＦを使
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用することと
をさらに行わせる、請求項５０に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５２】
　前記命令は、前記コンピューティングデバイスに、
　前記ビーコンの前記ＴＳＦの値を少なくとも１つのしきい値と比較することと、
　前記比較に基づいて、前記クライアントデバイスを前記アクセスポイントと同期させる
ために前記クライアントデバイスが前記ビーコンの前記ＴＳＦを使用すべきかどうかを判
断することと
をさらに行わせる、請求項４２に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５３】
　前記少なくとも１つのしきい値が前記ＴＳＦの期待値を示す、請求項５２に記載の非一
時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５４】
　前記命令は、前記コンピューティングデバイスに、
　前記ワイヤレスネットワークアクセスポイントからデータの１つまたは複数のパケット
が来つつあることを前記ＤＴＩＭが示す場合、データの前記１つまたは複数のパケットを
受信するために前記クライアントデバイスをアクティブ動作モードで動作させること
をさらに行わせる、請求項４２に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５５】
　前記コンピューティングデバイスに、前記ビーコンの第２の部分が受信される前に前記
クライアントデバイスを前記低電力動作モードで動作させることを行わせるように構成さ
れた前記命令は、
　前記コンピューティングデバイスに、前記ビーコンの前記第２の部分を受信することを
回避すること、
をさらに行わせる、請求項４２に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
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